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 要 旨 

 

目的：アルコール乱用は、世界的に公衆衛生上の問題となっており、欧州の大学生にも広まっ

ている。個人から社会全体レベルに至るまで、あらゆる要因の関連が指摘されているが、異な

るレベルの影響について複合的に述べた報告は少ない。そこで本研究では、社会生態学的フレ

ームワークを用い、複数の影響レベルからなる変数とアルコール乱用との関連を明らかにす

ることを目的とした。 

方法：ベルギーフランドル地方の大学生の代表集団を対象に、オンラインの自記式質問票を用

いた横断研究であり、条件（17-24 歳、この 1 年で飲酒歴がある、全ての項目に回答してい

る）を満たす学生 21,854名を対象とした。アルコール依存症スクリーニングテスト（AUDIT-

C）のスコアを目的変数として、階層重回帰分析を行った。各レベルの評価項目は、個人（性

別、学年、下宿有無、仕事有無、飲酒開始年齢、宗教を重要視するか、不安・うつ（GHQ-12

のサブスケール））、個人間（親の学歴、飲酒の問題が起きた時に親や友人に相談するか、他人

をどれだけ信頼できるか）、組織（学生団体やスポーツチーム、青年運動のメンバーか）、地域

（以下の項目がどの程度だと思うか：男子学生が 2 時間以内に 6 杯以上の飲酒をする頻度、

通常の学生が酔いを感じるまで飲酒する頻度、通常の学生のいつもの飲酒量、また飲酒や薬物

使用についてのテーマがカリキュラムに入っているか）、政策（毎年開催される公衆衛生啓蒙

活動に参加したことがあるか：１ヶ月間禁酒する活動）とした。 

結果：個人、個人間、組織、地域、政策レベルのいずれにおいても、ほとんどの項目がアルコ

ール乱用と関連を認めた。階層的重回帰分析の最終モデルでは、すべてのレベルの影響を考慮

した結果、危険なアルコール消費の主要な説明変数は、男性（β＝0.28、p＜0.001）（個人レベ

ル）、「Dry February」に参加していないこと（β＝0.26、p＜0.001）(政策レベル)、アルコー

ル消費をめぐる社会的規範の保持 (β= 0.20, p < 0.001）（地域レベル）、青少年運動のメンバー

またはグループ・リーダーであること（β= 0.14, p < 0.001） （組織レベル）、アルコール使用

の開始年齢（β＝0.13、p＜0.001）（個人レベル）であった。これらの変数で、AUDIT-Cスコ

アの分散の 39.9%を説明した。 

結論：包括的な環境、社会規範、政策などが、学生が飲酒習慣を変える動機付けとなるため、

政策立案者は、介入を考える際にあらゆるレベルの因子が関与していることを考慮すべきで

ある。  


